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資料３



１．HPV検査専門部会の開催趣旨
スケジュール
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HPV検査導入を検討する専門部会の開催趣旨
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令和６年２月に厚生労働省より「がん予防重点健康教育及びがん検診実施のための指針」が一部改
正され、自治体として子宮頸がん検診に「細胞診単独法」「HPV検査単独法」のいずれかを選択し、
実施することとなった。

本市において子宮頸がん検診にHPV検査単独法の導入を検討するにあたって、運営面での課題や導
入時期等、専門的な見地から地域の専門医や学識経験者から幅広く意見を求める。

■開催趣旨

■スケジュール（予定）

専門部会及びがん対策推進懇話会の意見を踏まえ、本市における

HPV検査導入時期を決定する。

2026年（R８）春

専門部会及びがん懇話会の振り返り

専門部会としての方向性のまとめ

専門部会の方向性まとめの報告がん対策推進懇話会

2026年（R８）夏 意見聴取

第３回

2025年（R７）冬

第１回・第２回専門部会の振り返り

がん対策推進懇話会での追加課題共有

HPV検査管理・追跡等のシステム構築状況

第４回検診間隔の検討

HPV検査対象者の管理システム

精度管理体制の構築

第１回

2025年（R７）2月6日

HPV検査専門部会趣旨、スケジュール

国及び他都市のHPV検査導入における現状

神戸市のHPV検査導入にあたっての課題

第２回

2025年（R７）6月頃

HPV検査導入を決定する上での条件の洗い出し

がん対策推進懇話会

2025年（R７）8月頃

専門部会の検討状況報告

意見聴取

第１回専門部会の振り返り

他都市の状況を踏まえた追加課題検討



２．神戸市の子宮頸がん対策
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神戸市の子宮頸がん対策 （検診制度の概要）

■制度の現状
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対象者 神戸市に住民票のある、 

年度内に 20 歳以上の偶数歳を迎える女性 

検査内容 視診・内診・細胞診 

検査実施場所 市内の指定医療機関（86 医療機関 ※2024 年 7 月時点) 

自己負担金 1,700 円（8,400 円 ※診療報酬に基づき算出） 

市民への個別案内 ・21 歳、40 歳を迎える年度に無料クーポンを配布 

・30 歳、50 歳、60 歳を迎える年度に受診勧奨ハガキを送付 

 



神戸市の子宮頸がん対策 （細胞診の流れ）

■細胞診の流れ
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①受診
・問診
・視診
・内診
・検体採取（頸部）

②細胞診依頼
・検体
・子宮がん

検診記録票

③子宮がん
検診記録票

④結果説明・指導
精密検査機関紹介

平成29年度より、細胞診について、従来法を廃止し液状検体法を導入
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政令市における子宮頸がん受診率

■令和４年度国民生活基礎調査受診率 全国43.6％ 政令市42.9％ 兵庫県38.9％
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政令市平均

国の「がん対策推進基本計画」において検診受診率60％の目標が掲げられたが、
現時点ではどの政令市も達成できていない



神戸市の子宮頸がん対策 （受診勧奨の効果）

■ R５年度（2023年） 年齢別受診者数

無料クーポンや啓発ハガキを送付している年代は他と比べて受診者数が増加傾向である。

（21・30・40・50・60歳へ個別勧奨）

無料クーポンや啓発ハガキを

送付している年齢を示す

8



神戸市の子宮頸がん対策 （精度管理）

精検受診者数

異常なし 子宮がん 未確定 他の疾患

2020年度 23,044 598 521 71 10 178 3 87.1% 0.04%

2021年度 29,236 618 520 81 10 184 6 47 51 84.1% 0.03%

2022年度 30,347 682 579 104 12 186 6 53 50 84.9% 0.04%

2023年度 28,949 668 668 ― ― ― ― ― ― ― ―
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区分 受診者数 要精

検者数
未受診 未把握

■ 子宮頸がん検診 精密検査受診状況

■ その他がん検診 精密検査受診率

2022（R4） 2022（R3） 全国（R3）

胃がん（内視鏡） 8,042 137 101 73.7% 72.0%

胃がん（バリウム） 12,204 550 453 82.4% 78.9%

肺がん 32,564 762 699 91.7% 84.0% 82.5%

大腸がん 80,199 4,012 2,890 72.0% 73.5% 69.9%

乳がん 29,390 2,034 1,843 90.6% 86.8% 89.9%

子宮頸がん 30,347 682 579 84.9% 84.1% 77.6%

84.4%

区分 受診者数 要精検者数 精検受診者数
精検受診率

過去３か年（2020～22年）の精検受診率は85％と国が推奨している目標値90％には、達していない
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年齢 接種期間 (キャッチアップ） 対象者数
初回

接種者数
初回接種率 全国

27歳（H9年度生） H22～H25 (R4～R7） 7,617 459 6.0% 86.2%

26歳（H10年度生） H22～H26 (R4～R7） 8,140 555 6.8% 86.9%

25歳（H11年度生） H23～H27 (R4～R7） 8,293 772 9.3% 80.5%

24歳（H12年度生） H24～H28 (R4～R7） 8,503 2,371 27.9% 40.6%

23歳（H13年度生） H25～H29 (R4～R7） 8,401 2,563 30.5% 34.5%

22歳（H14年度生） H26～H30 (R4～R7） 8,285 2,938 35.5% 36.8%

21歳（H15年度生） H27～R1 (R4～R7） 7,837 2,890 36.9% 37.3%

20歳（H16年度生） H28～R2 (R4～R7） 7,558 3,314 43.8% 43.9%

19歳（H17年度生） H29～R3 (R4～R7） 6,758 3,512 52.0% 46.8%

18歳（H18年度生） H30～R4 (R5～R7） 6,592 3,531 53.6% 46.7%

17歳（H19年度生） R1～R5 (R6～R7） 6,392 3,417 53.5% 44.4%

16歳（H20年度生） R2～R6 6,541 3,456 52.8% 49.9%

15歳（H21年度生） R3～R7 6,468 2,177 33.7% 31.5%

14歳（H22年度生） R4～R8 6,499 1,604 24.7% 27.0%

13歳（H23年度生） R5～R9 6,260 1,064 17.0% 13.1%

12歳（H24年度生） R6～R10 6,167 451 7.3% 4.4%

緊急促進事業対象

神戸市の子宮頸がん対策 （子宮頸がんワクチンの初回接種状況）

緊急促進事業 ：H22.11～H24.3

定期接種開始 ：H25.4～

積極勧奨差控え：H25.6～R３
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３．国、他都市のHPV検査導入に
おける現状
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国における指針改正の議論 （アルゴリズム）
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■アルゴリズム及び対象者
出典：がん検診の在り方に関する検討会資料



国における指針改正の議論 （導入に対するメリット）
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出典：がん検診の在り方に関する検討会資料



国における指針改正の議論 （導入に対する課題）
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出典：がん検診の在り方に関する検討会資料



横浜市子宮頸がん検診へHPV検査単独法導入

令和７年１月より全国の市町村に先駆け、横浜市が子宮頸がん検診にHPV検査を導入
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出典：横浜市 がん検診ホームページより



横浜市子宮頸がん検診へHPV検査単独法導入
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出典：横浜市 がん検診ホームページより



４．本市における導入の課題・検討事項
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神戸市のHPV検査導入にあたっての課題・検討事項

① 検診間隔の検討（対象年齢も含む）

・検診間隔が２年から５年に延長されることで受診のハードルは下がり、
受診率向上が期待される。一方で、５年に１回の受診機会を逃すことで
10年検査を受けることができず、検診機会の減少につながる可能性がある。
（令和４年度 国民生活基礎調査 子宮頸がん受診率 40.4％）

② HPV検査対象者の管理・周知、追跡精検者のシステム
・HPV検査陽性者に対する長期の追跡を含む制度管理体制の遵守のために、
個別の対象者の検診受診状況を長期に保存するデータベースの保有

③ 精度管理体制の構築
・受診者に対して、検体採取機関によるHPV検査の実施方法など
十分な説明体制の構築

＜専門部会のまとめをもとに本市として導入の方針と決定した場合＞

HPV検査導入・標準化対応システムの運用開始

R９年度

R10年度

医師会等関係機関との実施手順の詳細について協議R８年度

システム構築予算要求

標準化対応システムの構築開始

市民への周知（広報紙等）
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神戸市のHPV検査導入にあたっての課題・検討

意見交換
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以下参考資料
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（参考①）対象年齢の検討

■ 第39回がん検診のあり方に関する検討会資料
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（参考②）検診間隔の検討

■ 第39回がん検診のあり方に関する検討会資料
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（参考③）精度管理体制の構築

■ 第38回がん検診のあり方に関する検討会資料

確定精検の検査判定
（HPV検査による子宮頸がん検診マニュアル抜粋）

① 経過観察不要：次回検診
（5年後もしくは次の節目年齢）受診を指示

② 要経過観察 検診には戻さない ：
検診受診者とできると判断された
場合のみ、当該患者に次回検診受診を
指示する。また、その旨を検診実施
主体に文書報告することが望まれる。

③ 治療予定または治療済み ：
子宮頸部病変（子宮頸がん、CIN、AIS）に
よるもの
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（参考④）指針改正事項

■ 第40回がん検診のあり方に関する検討会資料
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（参考⑤）指針改正事項

■ 第40回がん検診のあり方に関する検討会資料
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（参考⑥）本市の子宮頸がん罹患状況

■年齢階級別罹患率（2020年/人口10万対）

26

出典：全国がん登録データ

全国と神戸市の罹患者の割合として、70-74歳で高くなっているものの大きな傾向差は見られなかった。



（参考⑦）本市のワクチン接種状況（全国との比較）

※対象者（A）：
・定期接種対象期間（小学６年生～高

校１年生相当の学年に属する女子）
の人口

・令和6年度キャッチアップ接種対象
期間（平成９年４月２日～平成20年
４月１日生の女子）の人口

■ 接種状況
① 神戸市における経年比較

接種者の割合 接種者の割合 接種者の割合

神戸市（定期） 6,414 1,627 25.4% 1,346 21.0% 1,045 16.3%

全国（定期） 527,000 83,735 15.9% 61,266 11.6% 37,556 7.1%

神戸市（定期） 6,529 4,040 61.9% 3,603 55.2% 2,768 42.4%

全国（定期） 531,000 198,474 37.4% 182,463 34.4% 139,014 26.2%

神戸市（定期） 6,475 2,901 44.8% 2,937 45.4% 2,554 39.4%

全国（定期） 535,000 225,993 42.2% 210,685 39.4% 161,522 30.2%

接種者数標準年齢

対象者数

（Ｂ）

令和２年度

令和４年度

令和３年度

１回目 ２回目 ３回目

② 全国との比較

※標準年齢対象者（B）：
定期接種対象期間のうち、
国の定める標準的な接種年齢

（中学1年生相当の学年に属する女子）
の人口（各年10月１日現在）
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